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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、複数のN末端WD40ドメインとC末端高移動度グループ（HMG）ボックスを含む。WD40ドメインは様々な真核生物タンパク質に存在し、シグナル伝達、premRNAプロセシング、細胞骨格構築におけるアダプター／調節モジュールとして機能する可能性がある。HMGボックスは、クロマチン構築、転写、複製に関与する多くの真核生物タンパク質に存在している。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする2つの転写バリアントが生じる。[RefSeq提供、2008年7月],注意：ここに示す配列はEnsembl自動解析パイプラインから得られたものであり、予備的なデータとして考慮する必要がある。,機能：高親和性でDNAに結合する。タンパク質間相互作用にも関与している可能性がある。,PTM：DNA損傷時に、おそらくATMまたはATRによってリン酸化される。,類似性：DNA結合ドメインであるHMGボックスを1つ含む。,類似性：WDリピートを7つ含む。,
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達、DNA/RNA、DNA合成、クロマチン結合タンパク質、DNA/RNA結合
	画像データ
	

	WDHD1抗体を用いたJurkat細胞およびHepG2細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	WDHD1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1:20000に希釈した。

